
 

 

 

2018 年 3月 29日 
 

博報堂ブランド・イノベーションデザイン、松浦弥太郎氏と協業し 

社員個人が自分と社会・会社との関係を再考するプログラム 

「じぶんのきほん」を開発、提供開始 
 

 株式会社博報堂（本社：東京都港区、社長：水島正幸、以下博報堂）のブランディングおよびイノベーション

専門組織・博報堂ブランド・イノベーションデザインは、エッセイストで編集者の松浦弥太郎氏と協業し、社員個人と社

会・会社との関係を再考するインナーコミュニケーションプログラム「じぶんのきほん」を開発し、提供開始しましたのでお

知らせします。 
 

 「じぶんのきほん」は、第四次産業革命時代の新しい働き方を実現する、人材開発のためのツールです。会社ありき

での働き方ではなく、自分を主語に社会や会社との関係性をデザインすることを目指すもので、具体的には 2 日間の

ワークショップで自分自身の価値観に向かい合い、他者との対話を通じて自己への理解を深めたあと、自分の内的動

機と社会、仕事の関係性を「●●（個人の名前）のきほん」カードとしてアウトプットします。制作したカードを、部署

内でのチームビルディングや協力会社・クライアントとのネットワーク形成等に活用し、持続的で生産性の高い組織開

発に活かすことを想定します。 
 

 暮らしや仕事の奥にある本質的な豊かさ、学びを見つめ「しごとのきほん くらしのきほん」として発信する松浦弥太郎

氏と、社員も社会も会社も同時に幸せである働き方を支援していくことにおいて共鳴し、本ツール開発に至りました。

なお、実施にあたっては、組織開発やインナーコミュニケーションプログラムに実績のある博報堂ブランド・イノベーションデ

ザインと、企業文化の文脈を読み解き言語化する松浦氏が協働で進めてまいります。 

アウトプット例  

 本ツールは、組織・人材開発に取り組むすべての企業・団体・自治体等を対象としています。課題や予算に応じて、

カスタマイズし、提供していきます。 
 

 「働き方」に世の中の注目が集まる中、個人が社会との関係性を再確認し、そのために会社をどう役立てるのかを考

えることが重要になっています。博報堂は今後も、組織開発やインナーコミュニケーションにおける知見の共有、プログラ

ム開発を進めてまいります。 

【本件に関するお問い合わせ】 

 博報堂 広報室  大久保・竹本           TEL：03-6441-6161 

 



 

 

【ご参考】 

■詳細ワークフロー 

 

■開発思想 

ワークショップを経て、最終的な自分の大事にする価値観と、自分の仕事に対する指針をカードにアウトプットします。

自分自身として愛着が持てると同時に、仲間とのコミュニケーションツールとして使いたくなる機能をもったデザインとなっ

ています。 

 

【プロフィール】 

■松浦弥太郎（まつうら・やたろう） 

元「暮しの手帖」編集長、エッセイスト。1965年東京生まれ。 

多方面のメディアにてエッセイスト、編集者として活躍。2006年から 15年 3月 

まで、約 9 年間「暮しの手帖」の編集長を務める。その後、「くらしのきほん」編集長。

新聞、雑誌の連載の他、ベストセラーに「今日もていねいに」「しごとのきほん くらしの 

きほん 100」他多数。NHK ラジオ第一「かれんスタイル」のパーソナリティとしても 

活躍。 

 

 



 

 

■博報堂ブランド・イノベーションデザイン 

博報堂内の次世代型コンサルティング専門チーム。マーケッター、デザイナー、コピーライタ

ー、一級建築士、組織開発コンサルタント、リサーチャーなど、多彩なバックグラウンドを持

ったメンバーより構成され、戦略からアウトプットまでをワンストップで実行するのが特徴です。

ブランド戦略立案をはじめ、組織・風土改革、ビジョン策定、新事業開発、商品・サービ

ス開発、CI・VI、ネーミング、空間デザインといった様々なビジネス領域をカバーし、クライ

アントや外部専門家と深くコラボレーションする「共創型」のプロジェクトを得意としています。

（リーダー：宮澤正憲） 

博報堂ブランド・イノベーションデザイン公式HP：http://h-bid.jp/ 

 

http://h-bid.jp/

